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ＧＳユアサの産業用リチウムイオン電池は航空・宇
宙などの特殊用途，無人搬送車や電力貯蔵システムな
どの産業用途などですでに実用化されています．需要
拡大が進んでいる電気自動車やハイブリッド自動車な
どへの車載用電池とともに，産業分野でも順次用途拡
大をはかり，環境負荷低減に貢献してまいります．

＜「LIM30H-8A」の特長＞
1. 大電流充放電性能が優れている

最大許容電流 600 A，連続通電電流 100 A での
安定した充放電性能を実現しています．

2. 内部抵抗を低減することにより長寿命性能を実現
3. 軽量・コンパクト

モジュール外装部品に樹脂材料を使うことで 
小型・軽量化を実現し，樹脂材料本来の高い絶縁性
により，高電圧での使用を実現しています．

4. 強制空冷式にも対応可能
モジュール本体に冷却風を導入することにより，

効率的な空冷が可能です．
5. 電池の状態を常時監視する電池監視装置を標準装備

従来の産業用リチウムイオン電池で実績のある 
電池監視装置を標準装備しています．全セル電圧お
よびモジュール温度を常時監視し，電池の情報を充
電器やシステムに送信する機能を持ちます．

また，当社製 BMU（バッテリー・マネジメント・
ユニット）の装着により，外部へのデータ出力も可
能です．

産業用リチウムイオン電池モジュール
「LIM30H-8A」を活用したシステム
～東日本旅客鉄道株式会社殿開発の
新型車両「EV-E301 系」に搭載～

（株）ＧＳユアサが製造・販売している蓄電池シス
テムが，東日本旅客鉄道（株）（以下，JR 東日本）殿
が開発した新型車両「EV-E301 系　愛称名：ACCUM

（アキュム）」に採用されました．
本蓄電池システムは，鉄道用途（架線レス鉄道車両，

鉄道用電力貯蔵装置，ディーゼルハイブリッド車両な
ど）をはじめとする産業用大容量システムなどを目的
に開発したものです．これまでに数多くの納入実績が
ある産業用リチウムイオン電池モジュール「LIM30H-
8A」を活用し，放熱や充放電制御などの面で本用途
に最適なシステムです．

ACCUM は，2014 年 3 月 15 日より JR 東日本東北
本線および烏山線の宇都宮～烏山間で営業運転を行っ
ており，非電化区間である宝積寺～烏山間を蓄電池駆
動により走行します．電化区間である宇都宮～宝積寺
間では，架線からの電力で走行しながら蓄電池への充
電を行い，非電化区間では宝積寺駅・烏山駅停車中に
充電設備より蓄電池への充電を行っています．また，
電化区間，非電化区間両方において，回生ブレーキに
より発生する電力を蓄電池に吸収し有効利用すること
ができる，環境に配慮したシステムです．
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＜産業用リチウムイオン電池モジュール
　「LIM30H-8A」＞

＜問い合わせ先＞
（株）ＧＳユアサ　産業電池電源事業部　
新エネルギー営業部

＜「LIM30H-8A」の仕様＞

外形寸法 / mm W 231 × D 389 × H 147
質量 / kg 約 20
公称電圧 / V 28.8
1 セル当たりの公称電圧
/V

3.6

公称容量 / Ah 30
動作電圧範囲 / V 23.2 ～ 33.2
最大許容電流 / A 600
連続通電電流 / A 100
使用温度範囲 / ℃ 0 ～ 45
監視装置 全セル電圧監視

モジュール温度監視

＜ EV-E301 へ搭載された蓄電池の仕様＞

構成 LIM30H-8A，22 直列，10 並列
電力量 / kWh 190
公称電圧 / V 633.6
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2013 年 6 月に稼働を開始した「いわきユアサ太陽
光発電所」の年間累計発電量は当初予想の 1,100 
MWh を越え，順調に稼働を続けております．メガソー
ラーの建設と運用を通じて，電力不足や地域社会の 
安心・安全に貢献するとともに，パワーコンディショ
ナや大容量リチウムイオン電池など再生可能エネルギ
ー関連事業の技術力向上と新製品開発に役立てます．

ＧＳユアサグループは太陽光パネルで発電される直
流電力を交流電力に変換し，商用系統に連系させるパ
ワーコンディショナのパイオニアです．さらには，設
計施工からアフターフォローまでを手掛けるシステム
インテグレーターとして，20 年近くにわたり実績を
積み重ねてきました．また，太陽光発電と蓄電池を 
組み合わせて停電時や災害時に電気を供給するシステ
ムなど，再生可能エネルギーを有効利用する手段を提
供しております．今後もＧＳユアサグループはパワー
コンディショナや蓄電池を普及させることにより，
刻々と変化する電力事情へ柔軟に対応できる社会づく
りに貢献してまいります．

＜メガソーラーの概要＞

群馬事業所
（2015 年 1 月稼働予定）

いわきユアサ太陽光発電所
（2013 年 6 月稼働）

所在地 群馬県伊勢崎市境上矢島
671 番地

福島県いわき市好間工業団地
24 番地 9 号

出力容量 / MW 1 1 
年間予想発電量 / MWh 1,100 1,100 
パワーコンディショナ 系統運転出力 / kW 1,000 1,000

自立運転出力 / kW 300 -
産業用リチウムイオン電池 容量 / kWh 約 100 -
電気自動車用急速充電器 定格出力 / kW 20 -

2 箇所目のメガソーラー建設を決定！
～群馬事業所に 1�MW出力の

メガソーラー～

（株）ＧＳユアサは，2013 年 6 月に稼働を開始した
福島県いわき市の「いわきユアサ太陽光発電所」に続
き，２箇所目となるメガソーラーの建設を決定しまし
た．ＧＳユアサの生産拠点の１つである群馬事業所（群
馬県伊勢崎市）内の遊休地に，出力容量 1 MW のメ
ガソーラーを設置する計画で，2014 年 7 月に建設を
開始し，2015 年 1 月の運用開始を目指します．

今回のメガソーラーは，発電した電力を再生可能エ
ネルギー固定価格買取制度を利用して東京電力（株）
殿に売電するだけでなく，停電時には非常用電源とし
て，事業所内に電力供給することができ，さらにリチ
ウムイオン電池を併設することにより，夜間や雨天時
にも電力を供給することが可能です．また，電気自動
車用急速充電器を併設しており，電気自動車やプラグ
インハイブリッド車への充電を行うこともできます．
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＜メガソーラー完成イメージ＞
（写真は「いわきユアサ太陽光発電所」）

＜パワーコンディショナ＞

ラインバックオメガ（100 kW 出力）
 

ラインバックΣⅢ（50 kW 出力）

＜リチウムイオン電池「LIM50 シリーズ」＞

＜電気自動車用急速充電器「EVC-R シリーズ」＞

＜問い合わせ先＞
（株）ＧＳユアサ　産業電池電源事業部　
新エネルギー推進本部
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＜「LIM50E-8」の仕様＞

容量 / Ah 47.5
公称電圧 / V 29.6
最大充電電流 / A 125
最大放電電流 / A 300
質量 /kg 17.5
外形寸法 / mm W 215 × D 414 × H 135
使用周囲温度範囲 / ℃ 放電　-20 ～ 40

充電　-10 ～ 40
使用周囲湿度範囲 /％ 0 ～ 90

＜ NeGEM に搭載された蓄電池の仕様＞

構成 LIM50E-8，20 直列，2 並列
電力量 / kWh 57
公称電圧 / V 592

＜産業用リチウムイオン電池モジュール「LIM50E-8」＞

＜問い合わせ先＞
（株）ＧＳユアサ　産業電池電源事業部　
新エネルギー営業部　

新世代電動式キャリヤにＧＳユアサの
リチウムイオン電池システムを採用

～蓄電池を主動力源とする世界初の電動式
キャリヤ「NeGEM（ネジェム）」～

（株）ＧＳユアサが製造・販売しているリチウムイ 
オン電池システムが，日本車輌製造（株）殿が 2014
年７月に発売した世界初の新世代電動式キャリヤ

「NeGEM（ネジェム）」に採用されました．
このたび，日本車輌製造殿は環境面に配慮し，経済

性に優れた NeGEM を開発しました．従来，製鉄所や
造船所などで大型重量物を運ぶ重量物搬送車両（キャ
リヤ）の動力源は大型ディーゼルエンジンが主流でし
たが，NeGEM は動力源として，リチウムイオン電池
モジュール「LIM50E-8」を搭載しています．このリ
チウムイオン電池システムは，数多くの走行試験を実
施し，当社と日本車輌製造殿が開発しました．

当社のリチウムイオン電池は人工衛星などの特殊用
途，鉄道車両やマテリアルハンドリングシステムなど
の様々な分野で広く採用いただいています．ハイブ 
リッド車やプラグインハイブリッド車など電動化車両
の需要が拡大している車載用とともに，今後はさらに，
産業分野でも用途拡大をはかり，環境負荷低減に貢献
してまいります．

＜ NeGEM の主な特長＞
1. EV 運転時には，排気ガスの排出やエンジン音がな

く，快適な作業環境を実現
2. 工場などで多く使用される交流 200 V 電源から 

プラグイン充電が可能
3. 航続距離が長い場合には，小型エンジン駆動発電

機で充電しながらの走行が可能



49

  GS Yuasa Technical Report 2014 年 12 月　第 11 巻　第 2号

「AKARi Solar Light Kit」
当社の長寿命バッテリーを搭載した小型のソーラー

ホームシステムです．日中に，ソーラーパネルから 
バッテリーへの蓄電をおこなうことで，夜間の LED
ライト利用や携帯電話の充電が可能となります．付属
の LED ライトは 2 つあり，ライト 1 つの明るさは現
地で販売されている類似品の 3 ～10 倍になります．
本製品が持つ USB 充電端子は，小型充電式電池（ニッ
ケル水素電池），小型扇風機，電子蚊取り器，といっ
た他の機器にも利用可能であり，未電化の家庭を電化
するためのスターター商品としても期待されます．
＜「AKARi Solar Light Kit」＞

「Mini Moshi-Moshi」
「AKARi Solar Light Kit」と同様にソーラーパネルと

バッテリーを用いています．この製品の特長は，携帯
電話を同時に 5 台充電できることで，購入者が「携
帯電話の充電サービス」を収入源とすることをビジネ
スモデルとし，収入および生活水準の改善に貢献しま
す．現地の人々がこの機器を用いて，携帯電話の充電
事業という新たなスモールビジネスを起こすことによ
り，貧困層，なかでも女性の経済的自立をもたらすこ
とを目指しています．
＜「Mini Moshi-Moshi」＞
※ LED ラ イ ト は １ つ 付 属 し て お り，「AKARi Solar 

Light Kit」と同様に夜間使用いただけます．

国連専門機関の世界銀行のプロジェクト
〝Lighting�Global”から品質認証を取得

～バッテリーメーカーの
製品認証は世界初～

（株）ＧＳユアサが開発，販売する家庭用小型ソーラー
電源システム「AKARi　Solar　Light　Kit」と「Mini 
Moshi-Moshi」が，国連専門機関である世界銀行＊ 1

のプロジェクト “Lighting Global” から品質認証を取
得しました．

“Lighting Global” は未電化地域や信頼できる電気を
利用できない人々の状況を改善し， 持続可能な社会の
成長を促進するためにできたプロジェクトで，各国の
市場で取引されているソーラーランタンに対し，独自
の品質認証制度を設け，認証事業をおこなっています．

２014 年 8 月末時点，“Lighting Global” は主に海外
の電機メーカーや未電化地域へ特化したソーラーラン
タンメーカーの製品を認証していますが，バッテリー
専門メーカーとしてはＧＳユアサが初の認証取得とな
りました．

今回の認証取得により，今後アフリカやアジア各国
の未電化地域で電化を促進する国々において，認証製
品の輸入税が一部の国を除いて「免除」，また各国政
府での優先的な個別輸入認可やプロジェクトへの採用
が見込まれています．

当社は 2013 年に JICA（独立行政法人　国際協力機
構）よりエチオピアにおける BOP ビジネス＊ 2 連携促
進の協力準備調査＊ 3 に採択され，BOP ビジネスの事
業展開を進めておりますが，今回の認証取得を通して
BOP ビジネスのさらなる躍進を目指してまいります．

＊1 国連の専門機関の一つで，主な事業として途上国
への開発経済成長を目的とした融資業務をおこ 
なっている．

＊2 年 間 3000 ド ル 未 満 で 暮 ら し て い る 貧 困 層 
(BOP:Base of the Pyramid ) へのビジネス．

＊3 開発途上国で BOP ビジネスを計画している法人
の現地事業調査への協力支援金制度．

 

＜問い合わせ先＞
（株）ＧＳユアサ　国際事業部　
マーケティング本部　市場開発部
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＜静止気象衛星「ひまわり 8 号」へ搭載された蓄電
池の仕様＞

公称電圧 / V 3.7
容量 / Ah 50
寸法 / mm W 130 × D 50 × H 131
質量 / g 1510

＜ひまわり 8 号用リチウムイオン電池「LMG050」
（三菱電機殿認定品）＞

＜問い合わせ先＞
（株）ジーエス・ユアサ テクノロジー 　営業部

H���︲ⅡAロケット 25号機と
静止気象衛星「ひまわり 8号」に
ジーエス・ユアサ�テクノロジー製の
高性能リチウムイオン電池を搭載

2014 年 10 月 7 日に，三菱重工業（株）殿および独
立行政法人 宇宙航空研究開発機構（以下，JAXA）殿
により種子島宇宙センターから打ち上げられた H-ⅡA
ロケット 25 号機と，同ロケットに搭載されていた三
菱電機（株）製の静止気象衛星「ひまわり 8 号」には，
ＧＳユアサ グループの（株）ジーエス･ユアサ テクノ
ロジー製の高性能リチウムイオン電池が搭載されてい
ます．前者の H-ⅡA ロケット用電池はロケットの制
御系機器などに電力を供給，後者の静止気象衛星「ひ
まわり８号」に搭載された電池は，衛星が地球の陰に
入った時に電力を供給する働き＊１をしています．

当社は 1998 年から三菱電機殿と共同で人工衛星用
リチウムイオン電池を開発してきました．

そして，当社製リチウムイオン電池は，2005 年に
打ち上げられた通信衛星「Thaicom4」＊２で初めて商
用衛星に採用され，それ以降多くの衛星に搭載されて
きました．その実績を評価いただいた結果，このたび
静止気象衛星「ひまわり 8 号」に採用いただくこと
となりました．

当社は特殊用途の電池や電源を開発・製造販売して
おり，海・陸・空（水深 6,500 m の深海から，上空
36,000 kmの宇宙空間まで）の特殊環境フィールドで，
高性能かつ高品質な電池をお届けしています．

今後も厳しい環境下でも高性能を発揮する電池や電
源に特化し，その無限の可能性に挑戦してまいります．

＊1 人工衛星は，太陽電池から供給される電力で稼働
しますが，軌道上で衛星が地球の陰に入って太陽
の光があたらない期間があります．この期間中，
リチウムイオン電池が衛星の稼働に必要な電力を
供給します．

＊2 米国のスペースシステムズロラール社が，タイの
シンサテライト社向けに製造した通信衛星です．


